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国
際
会
長
  

Si
ch
ua
n 
Bo
on
m
ap
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n 

主
 題
 

「
信
念
の
あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
 M

is
si

on
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it
h 

Fa
it

h
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ジ
ア
地
域
会
長
 
Ed
w
ar
d 
K.
W
.O
ng
 
 

主
 題
 

「
愛
を
も
っ
て
奉
仕
を
し
よ
う
」

Th
ro

ug
h 

Lo
ve

, 
Se

rv
e

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
東
日
本
区
理
事
 

渡
邊
　
　
隆
 

 
主
 題
 

「
原
点
に
立
っ
て
、
未
来
へ
ス
テ
ッ
プ
」
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富
士
山
部
部
長
 

久
保
田
康
正
 

 
主
 題
 

「
み
ん
な
で
参
加
・
み
ん
な
で
奉
仕
」

Le
t’

s 
jo

in
 t

og
et

he
r!

 L
et

’s
 w

or
k 

fo
r 

so
m

at
ic

 s
er

vi
ce

!
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
島
ク
ラ
ブ
会
長
 
長
澤
　
禎
文
 

 
主
 題
 

「
寛
容
で
あ
れ
」
　

Le
t’

s 
H
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e 

A 
Bi
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H
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会
長
　
長
澤
　
禎
文
｜
副
会
長
　
岡
田
　
美
喜
子
｜
書
記
　
石
川
　
敏
也
｜
会
計
　
渡
邉
　
近
子
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tin
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60

【
12
月
三
島
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
報
告
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
吉
　
和
代
　

例
年
に
な
く
あ
た
た
か
い

12
月
15
日
（
火
）
三
島
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
富
士
山
部

長
久
保
田
Y
’s
、
他
に
も

多
数
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
12

月
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
が
開

催
さ
れ
た
。
欠
席
者
6名

出
席
者
60
％
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
人
数
で
の
例
会
、
ま
し
て

や
新
し
い
入
会
者
を
迎
え
る
日
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
で

も
さ
み
し
い
な
が
ら
お
ご
そ
か
に
佐
久
間
ワ
イ
ズ
の
入
会
式
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
佐
久
間
ワ
イ
ズ
の
新
し
い
知
識

を
三
島
ワ
イ
ズ
に
注
い
で
活
発
な
三
島
ワ
イ
ズ
に
育
て
て
下
さ

い
。
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

第
2部
で
ク
リ
ス
マ
ス

例
会
を
開
催
、
鈴
木
ワ
イ

ズ
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
司

会
が
ユ
ニ
ー
ク
で
ゲ
ー
ム

を
盛
り
上
げ
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
例
会
を
終
了
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
1
月
　
 

沼
津
・
三
島
・
御
殿
場
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
合
同
新
年
例
会
 

■
日
　
　
　
　
　
　
　
時
 
：
2
0
1
6
年
1
月
1
4
日
(木
)

 
：
1
8
時
3
0
分
～
2
1
時
0
0
分

■
場
　
　
　
　
　
　
　
所
 
：
Y
M
C
A
国
際
青
少
年
セ
ン
タ
ー
東
山
荘
講
堂

■
受
　
　
　
　
　
　
　
付
 
：
青
木
　
利
治
Y
’s
, 藤
田
小
夜
子
Y
’s
, 佐
久
間
眞
人
Y
’s

■
司
　
　
　
　
　
　
　
会
 
：
御
殿
場
ク
ラ
ブ
　
前
原
　
末
子
Y
’s
 

■
開
会
点
鐘
 

：
沼
津
・
三
島
・
御
殿
場
　
3
ク
ラ
ブ
会
長
 

■
開
会
挨
拶
 

：
沼
津
ク
ラ
ブ

■
ワ
イ
ズ
ソ
ン
グ
 

：
一
同
 

■
ワ
イ
ズ
の
信
条
 

：
御
殿
場
ク
ラ
ブ
　
前
原
　
末
子
Y
’s
 

■
聖
句
に
つ
い
て
 

：
御
殿
場
ク
ラ
ブ
　
大
和
田
浩
二
Y
's
 

■
ﾎｽ
ﾄｸ
ﾗﾌ
ﾞ会
長
挨
拶
 

：
御
殿
場
ク
ラ
ブ
　
杉
山
　
將
巳
会
長
 

■
ゲ
ス
ト
ビ
ジ
タ
ー
紹
介
 
：
御
殿
場
ク
ラ
ブ
　
杉
山
　
將
巳
会
長

■
沼
津
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶
 
：
沼
津
ク
ラ
ブ
　
　
大
村
　
貴
之
会
長
 

■
三
島
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶
 
：
三
島
ク
ラ
ブ
　
　
長
澤
　
禎
文
会
長
 

■
富
士
山
部
部
長
公
式
訪
問
挨
拶
 

 
 

：
久
保
田
康
正
富
士
山
部
部
長
 

■
食
前
の
感
謝
 

：
御
殿
場
ク
ラ
ブ
　
金
光
　
京
子
Y
’s

■
卓
　
　
　
話
 

：
歴
史
研
究
家
　
鎌
野
　
茂
様
 

 
「
文
学
作
品
か
ら
見
た
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
御
殿
場
」
 

■
誕
生
日
・
結
婚
記
念
日
 
：
各
ク
ラ
ブ
 

■
ス
マ
イ
ル
・
Y
M
C
A
・
出
席
率
・
各
ク
ラ
ブ
報
告
 
 

 
：
各
ク
ラ
ブ
担
当
者
よ
り
 

■
閉
会
挨
拶
 

：
三
島
ク
ラ
ブ
　
日
吉
　
和
代
Y
's

■
閉
会
点
鐘
 

：
沼
津
・
三
島
・
御
殿
場
　
3
ク
ラ
ブ
会
長

※
例
会
報
告
は
　
青
木
　
利
治
Y
’s

在
籍
者

15
名

出
席
者

9名

出
席
率

60
%

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ

2名

修
正
出
席
率

73
%

ゲ
ス
ト

5名

ビ
ジ
タ
ー

5名

メ
ネ
ッ
ト

1名

コ
メ
ッ
ト

0名

総
出
席
者
数

20
名

ス
マ
イ
ル

2,
00
0

ス
マ
イ
ル
累
計

53
,8
05

【
佐
久
間
眞
人
Y
’s
 ご
挨
拶
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
眞
人

皆
様
、
日
本
YM
CA

同
盟
東
山
荘
の
佐
久

間
眞
人
と
申
し
ま
す
。

今
回
、
三
島
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入

会
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
神
戸
生
ま
れ
の

神
戸
育
ち
、
大
学
生

の
時
に
神
戸
Y
M
C
A

余
島
キ
ャ
ン
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
4年
間
、
小
豆
島
に
あ
る
周
囲

2.
2k
m
の
小
さ
な
島
で
活
動
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
Y
M
CA
活
動
の
面
白

さ
に
の
め
り
こ
み
、
19
90
年
に
神
戸
Y
M
C
A
に
入
職
。
最
初
は
専
門
学
校
、
サ
ッ

カ
ー
、
体
操
、
児
童
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
幼
稚
園
副
園
長
な
ど
の
仕
事
も
歴
任
し
な
が
ら
、

野
外
活
動
の
仕
事
を
主
に
担
当
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
19
95
年
1.
17
の
阪
神
淡

路
大
震
災
。
家
も
家
族
も
無
事
で
あ
っ
た
の
で
、
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
を
生
か
し
一
番

被
害
の
ひ
ど
い
神
戸
市
長
田
区
に
奇
跡
的
に
残
っ
た
西
神
戸
Y
M
CA
で
震
災
復
興
の

仕
事
を
2年
間
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
色
々
な
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
20
09
年
に
日
本
YM
CA
同
盟
東
山
荘
に

出
向
。
そ
こ
で
3.
11
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
神
戸
の
経
験
を
活
か
し
て
支
援

活
動
や
、
震
災
関
連
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
な
ど
を
し
て
い
る
間
に
、
正
式
に
東
山

荘
に
移
籍
を
い
た
し
ま
し
た
。
小
1の
長
男
、
年
少
の
長
女
、
そ
し
て
妻
の
4人
で
御

殿
場
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京
都
ク
ラ
ブ
高
田
様
よ
り
、
石
川
Y
’s
宛
メ
ー
ル
届
き
ま
し
た
！
 

「
ブ
リ
テ
ン
拝
見
し
ま
し
た
。
」
 

石
川
さ
ん
 

京
都
ク
ラ
ブ
の
高
田
で
す
。
 

新
入
会
者
も
あ
り
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
 

き
の
う
、
三
島
の
日
本
一
の
つ
り
橋
の
報
道
を
テ
レ
ビ
が
し
て
い
た
の
で
 

う
れ
し
く
な
っ
て
メ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
 

千
円
は
高
い
気
も
し
ま
す
が
、

こ
ん
ど
、
訪
問
す
る
と
き
は

行
っ
て
み
た
い
で
す
。
 

高
田
敏
尚

今
月
の
言
葉
　
「
あ
な
た
が
た
は
世
の
光
で
あ
る
。
山
の
上
に
あ
る
町
は
、
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
‥
‥
そ
の
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
の
光
を
人
々
の
前
に
輝
か
し
な
さ
い
。
」
（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
５
章
１
４
、
１
６
節
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ド
ラ
イ
バ
ー
委
員
会
よ
り

2月
例
会
は
、
タ
イ
ム
オ
ブ
フ
ァ
ー
ス
ト
(断
食
の
月
)で
す
。
 

例
会
場
は
、
リ
オ
で
な
く
「
三
島
市
民
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
 

日
時
は
、
2月
16
日
(火
)1
8時
30
分
で
す
。
 

内
容
は
、
沼
津
ク
ラ
ブ
の
渡
邉
実
帆
さ
ん
と
長
谷
川
等
さ
ん
の
協
力
に
よ
る

「
歌
声
広
場
」
で
す
。
 

音
楽
教
室
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
が
で
き
ま
す
。
 

＜
IB
C・
D
BC
委
員
会
＞
　
委
員
長
　
石
川
敏
也
 

半
期
を
振
り
返
っ
て
 

　
ま
ず
は
、
昨
年
11
月
1日
（
日
）
の
D
BC
交
流
を
兼
ね
た
京
都
部
部
会
に

参
加
い
た
だ
い
た
長
澤
会
長
、
青
木
ワ
イ
ズ
、
小
野
ワ
イ
ズ
、
藤
田
ワ
イ
ズ
、

日
吉
ワ
イ
ズ
に
は
本
当
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
京
都
部
の
メ
ン
バ
ー
の

多
さ
、
お
も
て
な
し
の
各
種
企
画
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
富
士
山
部
の
レ
ベ
ル

を
超
え
て
お
り
大
変
勉
強
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
そ
の
後
、
京
都
ク
ラ
ブ
か
ら
三
島
近
辺
の
温
泉
に
つ
か
っ
て
交
流
を
深
め

ま
し
ょ
う
な
ど
と
い
う
お
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
京
都
ク
ラ
ブ
の
事

情
で
あ
え
な
く
中
止
。
今
年
春
に
再
挑
戦
を
と
い
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
首

を
長
く
し
て
連
絡
を
待
っ
て
お
る
次
第
で
す
。
何
と
か
今
期
中
に
「
京
都
三
島

温
泉
同
好
会
（
仮
称
）
」
を
発
足
し
た
い
と
画
策
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
IB
Cの

山
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
4月
の
ど
こ
か
で
土

曜
日
例
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
目
下
返
事
待
ち
と
い
う
と
こ
ろ
。
開
催
が
決
定
次
第
、
皆
さ
ま
に
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
沢
山
の
メ
ン
バ
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
後
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

＜
今
年
も
畑
作
＞
　
青
木
利
治
 

　
リ
タ
イ
ア
し
て
三
年
、
畑
を
借
り
て
家
庭
菜
園
を
や
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
の

取
引
で
農
家
の
方
々
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
そ
の
農
家
の
方
々
が
情
熱
を
も
っ

て
一
生
懸
命
に
作
物
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
仕
事
の
お
付
き
合
い
の
中
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
美
味
し
い
作
物
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
い
つ
し
か
私
も
自
分
で
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
リ
タ
イ
ア
し
て
か
ら
畑
作
を
始
め
た
の
で
す
が
、
実
際
、

農
作
業
を
や
り
初
め
ま
し
て
、
農
作
業
が
い
か
に
大
変
な
作
業
か
、
身
に
染
み

て
判
り
ま
し
た
。
最
近
、
膝
や
腰
を
い
た
め
た
り
し
た
た
め
、
整
形
外
科
に

通
っ
て
い
ま
し
て
、
少
し
め
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は
弱
音
を
吐
い
て

い
る
場
合
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
子
供
達
を
預
か
る

施
設
の
ド
リ
ー
ム
ケ
ア
・
イ
ン
ク
ル
に
お
い
て
、
ピ
ザ
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
料
理

を
出
す
食
堂
を
今
年
始
め
ま
す
。
そ
こ
に
、
野
菜
を
提
供
す
る
、
お
手
伝
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ク
ル
の
子
供
達
も
畑
を
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
緒
に
野
菜
を
作
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

私
は
、
今
年
も
頑
張
っ
て
畑
作
を
や
り
ま
す
。
ま
た
、
食
堂
が
で
き
ま
し
た
ら
、

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
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(木
)　
1月
度
役
員
会
報
告
（
永
塚
）
 

　
長
澤
会
長
・
石
川
書
記
・
渡
邉
会
計
・
青
木
CS
／
プ
ロ
ド
ラ
委
員
長
・
大
村
EM
C

委
員
長
・
藤
田
親
睦
委
員
長
・
相
川
会
報
（
出
席
義
務
者
　
9名
・
出
席
者
7名
）
 

欠
席
　
岡
田
副
会
長
・
高
木
農
園
 

新
年
会
　
上
記
7名
及
び
佐
久
間
Y’
s

【
報
告
事
項
】
 

・
12
/0
5　
 親
睦
・
プ
ロ
ド
ラ
委
員
会
　
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
準
備
 

 
 
 
 
9:
30
～
　
み
し
ま
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
　
藤
田
／
青
木
　
2名
 

・
12
/1
5　
 三
島
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
 

 
 
 
 
18
：
30
～
　
み
し
ま
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
詳
細
は
、
別
掲
）
 

・
12
/1
8  
YM
CA
東
山
荘
感
謝
祭
　
18
:0
0～
20
:3
0 

長
澤
会
長
　
1名
 

・
12
/2
1  
次
期
会
長
選
考
委
員
会
　
19
:0
0～
　
デ
ニ
ー
ズ
大
社
町
店
 

 
 
 
 
長
澤
／
石
川
／
小
野
／
鈴
木
／
青
木
／
相
川
　
6名
 

・
12
/2
9  
富
士
山
部
地
域
奉
仕
事
業
主
査
推
薦
者
報
告
　
推
薦
者
　
青
木
利
治
  

・
01
/0
7  
第
7回
1月
役
員
会
及
び
新
年
会
　
18
:3
0～
 

 
 
 
 
（
出
席
者
等
詳
細
は
、
別
掲
）
 

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】
 

・
01
/1
4  
3ク
ラ
ブ
合
同
新
年
例
会
　
18
:3
0～
 

 
 
 
 
ホ
ス
ト
：
御
殿
場
ク
ラ
ブ
   
  場
　
所
：
東
山
荘
　
講
堂
 

・
01
/1
7  
第
二
回
富
士
山
部
役
員
会
・
評
議
会
 

 
 
 
 
長
澤
会
長
／
岡
田
副
会
長
／
石
川
書
記
／
渡
邉
会
計
 

・
01
/2
1  
YM
CA
理
事
運
営
委
員
会
及
び
新
年
会
 

・
02
/1
5  
第
一
回
横
浜
YM
CA
子
ど
も
支
援
基
金
の
た
め
の
 

 
 
 
 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
 

 
 
 
 
場
所
　
戸
塚
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
参
加
費
30
,0
00
円
 

・
02
/1
6  
2月
TO
F例
会
　
18
:3
0～
　
 

 
 
 
 
三
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
音
楽
教
室
）
 

 
 
 
 
渡
邉
実
帆
さ
ん
と
長
谷
川
等
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
「
歌
声
広
場
」
 

【
協
議
事
項
】
 

＜
会
長
・
書
記
＞
 

・
次
期
会
長
選
考
委
員
会
開
催
　
岡
田
次
期
会
長
を
承
認
 

・
富
士
宮
ク
ラ
ブ
20
周
年
記
念
例
会
に
つ
い
て
　
 

 
 
02
/2
1　
11
:0
0～
14
:0
0　
パ
テ
オ
ン
　
登
録
料
　
6,
00
0円
 

＜
会
計
＞
 

・
1月
は
会
費
納
入
月
(例
会
時
は
、
会
計
欠
席
の
た
め
、
藤
田
Y’
sが
代
理
で
集
金
)

＜
プ
ロ
グ
ラ
ム
ド
ラ
イ
バ
ー
＞
 

・
1月
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
承
認
　
閉
会
の
挨
拶
は
、
日
吉
Y’
s 

＜
CS
・
BF
＞
 

・
年
賀
切
手
シ
ー
ト
は
、
提
出
が
あ
っ
た
場
合
の
み
雑
収
入
で
対
応
 

＜
IB
C・
D
BC
＞
 

・
IB
Cは
来
年
4月
頃
を
予
定
し
山
FC
に
メ
ー
ル
に
て
打
診
予
定
 

・
D
BC
交
流
会
は
未
定
 

＜
親
睦
＞
 

・
誕
生
日
／
結
婚
記
念
日
は
別
掲
 

＜
会
報
／
広
報
＞
 

・
会
長
新
年
挨
拶
及
び
各
委
員
会
報
告
＆
半
期
を
振
り
返
っ
て
を
掲
載
 

・
ブ
リ
テ
ン
の
充
実
に
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

N
ew

Ye
ar

 G
re

et
in

g
新
年
を
迎
え
て
 
会
長
　
長
澤
　
禎
文
 

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

い
つ
に
な
く
穏
や
か
な
陽

気
の
元
日
か
ら
２
０
１
６
年

が
始
ま
り
ま
し
た
。
和
暦
で

は
平
成
も
２
８
年
に
な
り
ま

す
が
、
本
年
も
皆
様
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
お
世

話
に
な
り
ま
す
一
年
に
気
を
引
き
締
め
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
我
が
三
島
ク
ラ
ブ
は
東
に
箱
根
山
を
背
負
う
地
形
で
あ

り
、
ワ
イ
ズ
農
園
が
あ
る
西
麓
で
は
肥
沃
な
土
壌
で
採
れ
る
野
菜

が
自
慢
で
す
。
今
年
の
お
正
月
は
、
こ
の
箱
根
山
の
神
奈
川
県
側

を
走
る
箱
根
駅
伝
が
話
題
の
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

昨
年
の
ワ
ク
ワ
ク
大
作
戦
に
続
き
、
今
年
は
ハ
ッ
ピ
ー
大
作
戦

で
１
０
区
間
中
６
つ
の
区
間
賞
を
取
っ
て
圧
勝
し
た
青
山
学
院
大

学
の
育
成
方
法
が
注
目
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

若
年
層
を
育
成
す
る
手
法
と
し
て
、
前
向
き
に
さ
せ
る
た
め
の
精

神
面
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
私
と
し
て
も
非
常
に
興
味
を
引
か
れ

る
も
の
で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
ど
根
性
か
天
才
肌
の
選
手
を
中
心
に
し
て

好
き
に
や
ら
せ
る
か
の
２
パ
タ
ー
ン
に
大
別
さ
れ
る
と
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
両
者
を
両
立
さ
せ
る
方
法
が
存
在
す
る
こ

と
が
こ
の
箱
根
駅
伝
の
結
果
で
読
み
取
れ
ま
す
。
個
別
の
強
化
手

法
で
は
な
く
、
組
織
一
体
で
一
人
一
人
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
し
総
合
力
を
上
げ
る
覚
醒
手
法
は
、
今
後
も
多
方
面
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

ち
な
み
に
、
三
島
市
民
と
し
て
は
１
１
位
に
な
っ
た
日
大
を
応

援
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
５
区
の
山
登
り
で
見
事
区
間
賞
を
勝
ち

取
っ
た
キ
ト
ニ
ー
選
手
と
、
８
区
を
走
っ
た
岡
野
選
手
が
国
際
関

係
学
部
所
属
と
の
事
で
し
た
。
 

結
び
に
、
会
長
と
し
て
の
任
期
は
あ
と
半
年
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
減
少
の
対
策
は
道
半
ば
で
す
が
、
次
期
に
つ
な
げ
る
会
長
の

襷
を
、
青
山
学
院
大
学
の
選
手
た
ち
の
よ
う
に
明
る
く
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

YM
C

A
東
山
荘

10
0周
年
感
謝
祭
に
て
　
　
　
長
澤
　
禎
文
会
長

東
山
荘
10
0周
年

感
謝
祭
が
昨
年
12

月
18
日
に
開
催
さ

れ
、
出
席
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

日
本
Y
M
C
A
同
盟

会
長
の
正
野
隆
士

様
の
厳
か
な
挨
拶
に
始
ま
り
、
芹
澤
修
治
御
殿
場
市
議
会
議
長
の
乾

杯
、
そ
し
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
細
野
豪
志
衆
議
院
議
員
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
る
と
い
う
、
こ
の
地
域
を
代
表
す
る
青
少
年
健
全
育
成
施

設
に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
歓
談
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
北
欧
の
伝
統
音
楽
を
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
フ

ル
ー
ト
、
フ
ィ
ド
ル
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
ハ
ー
プ
で
演
奏
す
る
３
人
組

の
na
 
ba
 
na
（
ナ
バ
ナ
）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
の
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
感
謝
祭
内
で
東
山
荘
で

行
っ
て
い
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
紹
介
が
あ
り
、
子
ど
も
が
子
ど
も

ら
し
く
、
大
地
の
元
で
駆
け
回
り
、

土
や
水
に
触
れ
、
風
を
感
じ
る
、
今

の
時
代
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
 

今
年
完
成
予
定
の
新
生
東
山
荘
の
設
計
に
つ
い
て
も
、
建
設
会
社
の

担
当
の
方
か
ら
紹
介
が
あ
り
、
10
0年
後
を
見
据
え
、
歴
史
を
守
り
つ

つ
周
り
の
自
然
と
融
合
す
る
、
と
て
も
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
こ
う
し
て
YM
CA
の
施
設
を
訪
れ
る
た
び
、
YM
CA
と
そ
し
て
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歴
史
の
深
さ
を
知
る
事
が
で
き
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
 

ち
な
み
に
お
料
理
も
10
0周
年
に
ふ
さ
わ
し
く
と
て
も
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ままままま

始
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始
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始
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